
平成２８年度 第３回 栃木県道路メンテナンス会議

日 時：平成２９年２月１７日（金）13:30～

場 所：栃木県庁舎北別館会議室４０３

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶 （会長：国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所長）

３．議 事

１）平成２８年度点検実施状況について

２）平成２８年度修繕実施状況について

３）平成２９年度以降の点検予定について

４）平成２８年度点検結果について

５）平成２７年度の判定区分Ⅳの措置状況について

６）平成２８年度の取り組み状況について

７）各地で道路メンテナンスを進める取り組み

４．閉 会



２．平成２８年度点検実施状況について
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栃木県の平成２８年度点検実施状況 資料①－１

道路施設
H28点検
計画数
(A)

H28点検
実施数
(B)

計画数と実施数との
差

（B-A）

点検実施率
B/A

橋梁 3,411 4,008 +597 117.5%

トンネル 23 19 -4 82.6%

道路附属物等 128 120 -8 93.8%

＜各構造物の平成28年度の点検実施状況＞

・H28点検計画数（A）は、平成２８年度第１回道路メンテナンス会議での公表値。
・H28点検実施数（B）は、平成２８年度点検完了見込みも含まれています。
・橋梁のH28点検実施数（B）のうち、１９橋は県外にある管理橋梁。
・道路附属物等のH28点検実施数（B）のうち、２施設は県外にある管理施設。

平成２９年２月１日現在
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栃木県の平成２８年度点検実施状況（最優先で点検すべき橋梁） 資料①－２

道路施設
H28点検
計画数
(A)

H28点検
実施数
(B)

計画数と実施数と
の差
（B-A）

点検実施率
B/A

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

77 87 +10 113.0%

跨線橋
（歩道橋含む）

46 45 -1 97.8%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

674 704 +30 104.5%

＜最優先で点検すべき橋梁の平成28年度の点検進捗状況＞

・H28点検計画数（A）は、平成２８年度第１回道路メンテナンス会議での公表値。
・H28点検実施数（B）は、平成２８年度点検完了見込みも含まれています。
・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋のH28点検実施数（B）のうち、６橋は県外にある管理橋梁。
・緊急輸送道路を構成する橋梁のH28点検実施数（B）のうち、１９施設は県外にある管理施設。

平成２９年２月１日現在
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３．平成２８年度修繕実施状況について
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栃木県の平成２８年度修繕実施状況

道路施設
H28修繕
当初計画数
(A)

H28修繕
実施数
(B)

計画数と実施数
との差
（B-A)

修繕実施率
B/A

橋梁 18 66 +48 366.7%

トンネル 1 7 +6 700.0%

道路附属物等 0 15 +15 -

＜各構造物の平成28年度の修繕進捗状況＞

資料②－１

・H28修繕当初計画数（A）は、平成２８年度第２回道路メンテナンス会議での公表値。
・H28修繕実施数（B）には、平成２８年度修繕完了見込みも含まれています。
・橋梁のH28修繕実施数（B）のうち、３橋は県外にある管理橋梁。

平成２９年２月１日現在
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宇都宮国道事務所の修繕事例（橋）

■鬼怒川橋（新）の損傷概要

■修繕工事の内容

資料②－２

■鬼怒川橋（新）の諸元

堆積物を撤去して近接目視による詳細調査に基づき、支承の現状を確認。
鉛直荷重を支持できず、全体構造への影響が懸念されるため、支承の交換を実施。

※この補修事例はあくまでも参考事例であり、必ずしも記載されている補修工法がどの橋梁にもそのまま適用できるものではありません。

平成２４点度の点検結果において、経年劣化に加えて、
東北地方太平洋沖地震の影響により、支承部のシーリ
ング材の脱落やベアリングプレートの割れが確認された。

橋長 460.90m 竣工年 1972年3月31日
幅員 11.50m 有効幅員 10.50m

交通量
（昼間12時間）

336171台 大型混入率 20.50%

適用示方書
上部構造形式
下部構造形式
基礎形式

昭和３９年　鋼道路橋設計示方書（改訂）
３径間連続鋼非合成鈑桁橋２連、１径間単純鋼トラス橋

控え壁式橋台1基,ラーメン橋台1基,Ｔ型橋脚（ＲＣ）６基

直接基礎8基
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橋 長 112.5 m 支 間 長 37.27 m + 37.98 m + 37.27 m

幅 員 6.7 m 有効幅員 6.1 m 塗 装 仕 様 ―

竣 工 年 1937年 （ S12、 経過年数 80 年） 適用示方書 T15

交 通 量 2,090台／日 大型車混入率 10.3 ％

橋梁形式 鉄筋コンクリートアーチ橋

栃木県の修繕事例（境橋）

■境橋の損傷概要

■修繕工事の内容

資料②－３

平成２４年度の点検結果において、かぶり不足が原因と考え
られる鉄筋の腐食による うき・剥離や、施工不良が原因と考
えられるジャンカが多数が確認された。

■境橋の諸元

乾式モルタル吹付工による断面補修を実施

※この補修事例はあくまでも参考事例であり、必ずしも記載されている補修工法がどの橋梁にもそのまま適用できるものではありません。

橋梁全景

施工中施工前 施工後
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鹿沼市の修繕事例（黒川橋上り線）
■黒川橋上り線の損傷概要

■修繕工事の内容

資料②－３

■黒川橋上り線の諸元

橋梁全景

施工後施工前

橋 長 151.0 m 支 間 長

幅 員 6.05 m 有 効 幅 員 5.25 m 塗装仕様 －

竣 工 年 1973 適用示方書 S47

交 通 量 14,204 ／日 大型車混入率 1.6 %
橋梁形式

年（ S48、経過年数43年 ）

25.16×6

　　上部：H形鋼　　下部：逆T式橋台T型橋脚柱円型

平成２６年度の点検結果において、主に経年劣化
の影響により発生したと思われる伸縮装置の遊間
異常や沓座への漏水、前後の路面との段差異常
が確認された。

詳細設計委託を行い、補修計画を作成。
鋼性ジョイントを新設し、弾性シール材で伸縮量を吸収し止水する構造で施工。

※この補修事例はあくまでも参考事例であり、必ずしも記載されている補修工法がどの橋梁にもそのまま適用できるものではありません。 11



４．平成２９年度以降の点検予定について
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栃木県の平成２９年度以降の点検予定 資料③－１

道路施設
管理施設数
(A)

H26～H28
点検実施数
(B)

H29点検予定 H30点検予定 備考

橋梁 13,207 6,981 3,208 3,004
残14橋は撤去,施設移管
は２橋、新設,架替は12
橋で、H31以降点検予定

トンネル 94 41 30 23

道路附属物等 696 378 134 184

＜各構造物の平成29年度以降の点検予定＞

・H26～H28点検実施数（B）は、平成２８年度点検完了見込みも含まれています。
・橋梁の管理施設数(A)のうち、４１橋は県外にある管理橋梁。
・道路附属物等の管理施設数(A)のうち、１７施設は県外にある管理施設。

平成２９年２月１日現在
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栃木県の平成２９年度以降の点検予定（最優先で点検すべき橋梁） 資料③－２

＜最優先で点検すべき橋梁の平成29年度以降の点検予定＞

道路施設
管理施設数
(A)

H26～H28
点検実施数
(B)

H29点検予定 H30点検予定 備考

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

235 153 22 60

跨線橋
（歩道橋含む）

181 102 39 39
残1橋は新設橋の
ためH31以降点検
予定

緊急輸送道路を
構成する橋梁

2,424 1,822 292 306
残4橋は新設、架
替のためH31以降
点検予定

・H26～H28点検実施数（B）は、平成２８年度点検完了見込みも含まれています。
・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋の管理施設数(A)のうち、１２橋は県外にある管理橋梁。
・跨線橋の管理施設数(A)のうち、５橋は県外にある管理橋梁。
・緊急輸送道路を構成する橋梁の管理施設数(A)のうち、３６橋は県外にある管理橋梁。
・跨線橋の管理施設数(A)のうち、１０橋は歩道橋。

平成２９年２月１日現在
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５．平成２８年度点検結果について
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栃木県のＨ２８点検結果（速報値）

＜平成28年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 診断中

国土交通省 259 59 0 0 0 0 59

高速道路会社 500 145 0 0 0 0 145

栃木県
(公社含む)

3,137 703 71 110 20 0 502

市区町村 9,311 3,101 201 253 23 0 2,624

合計 13,207 4,008 272 363 43 0 3,330

○ 栃木県の橋梁の点検結果（速報値）は、平成29年2月1日現在で判定済みが678橋（16.9%）となってい
る。現時点では、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は43橋（6.3%）、判定区分Ⅱ（予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は363橋（53.5%）であり、判定区分Ⅳ（緊急に措置を
講ずべき状態）は無い。

※国土交通省の管理橋梁数のうち、４１施設は県外にある管理施設。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞

資料④－１

平成２９年２月１日現在
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栃木県のＨ２８点検結果（速報値）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 診断中

国土交通省 - - - - - - -

高速道路会社 14 0 0 0 0 0 0

栃木県
(公社含む)

61 13 0 10 3 0 0

市区町村 19 6 0 2 3 0 1

合計 94 19 0 12 6 0 1

資料④－２

平成２９年２月１日現在

○ 栃木県のトンネルの点検結果（速報値）は、平成29年2月1日現在で判定済みが18本（94.7%）となっ
ている。現時点では、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は6本（33.3%）、判定区分Ⅱ（予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は12本（66.7%）であり、判定区分Ⅳ（緊急に措
置を講ずべき状態）は無い。
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栃木県のＨ２８点検結果（速報値）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 診断中

国土交通省 165 37 0 0 0 0 37

高速道路会社 191 3 0 0 0 0 3

栃木県
(公社含む)

256 73 3 9 8 0 53

市区町村 84 7 0 0 0 0 7

合計 696 120 3 9 8 0 100

資料④－３

平成２９年２月１日現在

○ 栃木県の道路附属物等の点検結果（速報値）は、平成29年2月1日現在で判定済みが20施設（16.7%）
となっている。現時点では、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は8施設（40%）、判定区分Ⅱ
（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は9施設（45%）であり、判定区分Ⅳ（緊急
に措置を講ずべき状態）は無い。

※国土交通省の管理施設数のうち、１７施設は県外にある管理施設。
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６．平成２７年度の判定区分Ⅳの措置状況について
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平成27年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（栃木県）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状
態

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

栃木県
那須町 第1橋

町道58号
新黒田・松沼線
（栃木県）

1963
上下流で桁断面が異なる形式であり、護岸兼用下部工の護岸崩壊によって
上部工の床版橋が沈下。

現在修繕工事を実施中。
今年度、修繕完了予定。

＜判定区分Ⅳのリスト＞

○橋梁

○ 平成27年度の判定区分Ⅳの施設は１施設あり、現在、修繕工事を実施しており、今年度完了予定。
なお、仮設道路により通行は確保。

資料⑤
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７．平成２８年度の取り組み状況について
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栃木県内では道路メンテナンス会議を設置以降、現在までに、国、県、５市３町で職員による
直営点検を実施しました。今後、平成２９年度までに２町が行う予定です。

《直営点検》

職員点検 職員による簡易補修 職員による清掃

資料⑥－１Ｈ２８ 取り組みテーマについて①

○小規模橋梁でも時間を要するため、
効率化に向けた検討
○点検職員の確保
○技術の伝承体制の構築
(職員の異動に伴う対応）

○職員の技術力向上
○軽微な損傷対応の迅速化
○過年度点検の不備の発見
○点検実施率の向上
○コスト縮減

取り組み成果 課 題
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【技術力向上】

Ｈ２８ 取り組みテーマについて②

対 象 ： 自治体職員
参加自治体数： ２１県市町、ﾈｸｽｺ、道路公社（４６名）
開 催 日 ： 平成２８年１１月２９日
講 師 ： ゴム支承協会

（内 容）
○支承とは？

求められる機能、ゴム支承の種類と
特徴
○ゴム支承の維持管理について

定期・非常時点検のポイント、損傷
・補修事例等

技術講習会

講義風景

資料⑥－２
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【橋梁現場研修会】
対 象 者： 栃木県北部地域の地方自治体等
開 催 日： 平成２８年１２月１日
場 所： 久部高架橋（栃木県宇都宮市石井町地先）
参加人数： ２１名 （１０団体）
講 師 等： 関東地方整備局道路構造保全官等
内 容： 座学、橋梁点検

県北地域研修風景現場研修前の座学風景

資料⑥－３Ｈ２８ 取り組みテーマについて③

24



【橋梁現場研修会】
対 象 者： 栃木県南部地域の地方自治体等
開 催 日： 平成２８年１２月５日
場 所： 鉢形第２跨道橋（栃木県小山市鉢形地先）
参加人数： ２２名 （１２団体）
講 師 等： 関東地方整備局道路構造保全官等
内 容： 座学、橋梁点検

県南地域研修風景現場研修前の座学風景

資料⑥－４Ｈ２８ 取り組みテーマについて④
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【橋梁現場研修会】
対 象 者： 足利工業大学 学生等
開 催 日： 平成２８年１２月７日
場 所： 堀込高架橋 （栃木県足利市堀込町地先）
参加人数 ： １１名（＋教授１名）
講 師 等： 宇都宮国道事務所等
内 容： メンテナンス会議等の概要、点検体験

足利工業大学研修風景現場研修前の座学風景

資料⑥－５Ｈ２８ 取り組みテーマについて⑤
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宇都宮大学研修風景

【橋梁現場研修会】
対 象 者： 宇都宮大学 学生等
開 催 日： 平成２８年１２月２０日
場 所： 鉢形第２跨道橋（栃木県小山市鉢形地先）
参加人数： １４名（＋准教授１名、助教１名）
講 師 等： 宇都宮国道事務所等
内 容： メンテナンス会議等の概要、点検体験

現場研修前の座学風景

資料⑥－６Ｈ２８ 取り組みテーマについて⑥
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【広報活動強化】

対 象 ： 県民、その他
開 催 日 ： 平成２８年９月１２日～平成２９年３月３日（予定）
目 的 ： 高度経済成長期に集中的に整備された道路橋などの施設

の老朽化の現状と対策の取り組みについて、栃木県民に
広くお知らせする目的のため。

展 示 場 所 ： 県内２２箇所 延べ日数１２３日展示（予定）

パネル展示

栃木市役所本庁舎 宇都宮市バンバ出張所（表参道スクエア）

資料⑥－７Ｈ２８ 取り組みテーマについて⑦
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地域一括発注の進捗状況（栃木県）

○市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務を(公財)とちぎ
建設技術ｾﾝﾀｰが受委託することで、地域一括発注を実施

＜地域一括発注による平成28年度の点検実績と平成29年度の点検計画＞

【イメージ図】

・市町村のニーズを踏まえ、
地域単位での点検業務の一括発注等の実施

【手続きの流れ】
・建技ｾﾝﾀｰにて市町村の意向調査を実施し、
点検数量をとりまとめた上で、点検業者へ発注

【平成28年度の点検実績】
17市町と受託契約を締結、橋梁約1,650橋、トンネル5本、門型標識1基の点検診断を実施見込み

【平成29年度の点検計画】
20市町と受託契約を締結、橋梁約1,800橋、トンネル4本、大型ボックス2基の点検診断を計画

Ａ市 Ｂ町 Ｃ村

建技ｾﾝﾀｰによる受託

建技センターにてニーズを取りまとめ
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８．各地で道路メンテナンス

を進める取り組みについて

30



各地で道路メンテナンスを進める取り組み

○平成２６年度から道路施設の老朽化対策が本格実施されたことを受け、国・地方公共団体が実施
している取り組みの好事例を紹介する。

資料７－１

項 目 取り組み内容 実施主体 備 考

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修、講習会）

○点検の質向上に関する技術支援
埼玉県 Ｐ２ 参照

○橋梁の点検診断に対する技術支援 埼玉県 Ｐ３ 参照

２．コスト縮減、創意工夫
（直営点検、技術開発など）

○直営点検の実施
関東地整管内 Ｐ４ 参照

○直営点検の自主的な取り組み 長野県 Ｐ５ 参照

○直営点検の成果と課題 関東地整管内 Ｐ６ 参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

○橋梁点検学習会
群馬県 Ｐ７ 参照

４．多様主体との連携
（大学、市民、ＯＢなど）

○市民との協働
相模原市 Ｐ８ 参照

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修、講習会）

①点検・診断等の支援
島根県 Ｐ９ 参照

②主な橋梁の診断結果に対する学識経験者への合同意見聴取
山形県 Ｐ１０ 参照

③地公体のニーズによる講習会の開催
岐阜県 Ｐ１１ 参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

①橋梁見学会
岩手県 Ｐ１２ 参照

取り組み一覧

<参考>
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１．技術力の向上（点検の質向上に関する技術支援）（埼玉県）

○埼玉県では平成２８年度に市町村が管理する橋梁を対象とした技術講習会（橋梁点検）を複数回開催
○県内複数箇所で開催するため、少人数での受講となり理解度が高まる
○受講の機会が増し、参加者が増加



１．技術力の向上（橋梁の点検診断に対する技術支援）（埼玉県）

○埼玉県道路メンテナンス会議事務局では、市町村が実施する橋梁点検について、点検診断プロセス
の妥当性確認、点検診断のアドバイスを行うことで点検の質向上を図る。

○ファイル共有システムを使用する事で作業を効率化

Ｈ２８第２回埼玉県道路メンテナンス会議資料より
大宮国道事務所 管理第二課 TEL048-699-1208

市町村 市町村

点検記録をファイル共有シス
テムへアップロード

点検診断アドバイス等をファイル
共有システムへアップロード

■点検診断のアドバイス（イメージ）
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■点検実施状況の報告の流れ



２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の実施）

○地方公共団体による橋梁の直営点検が一部で行われている。
○対象となる橋梁は、橋長１５ｍ未満の小規模な橋梁。
○少ない人数でも多くの橋梁を点検している。

Ｈ２８第２回各都県道路メンテナンス会議資料より

直営点検の主な実施状況

都県名 市区町村名 実施年 対象橋梁 点検者数 点検橋梁数

茨城県 那珂市 Ｈ２７ 橋長５ｍ未満 3 名 5 橋

栃木県 栃木市 Ｈ２８上 橋長１０ｍ以下 2 名 107 橋

宇都宮市 Ｈ２６ 橋長１０ｍ以下 2 名 52 橋

Ｈ２７ 3 名 100 橋

Ｈ２８ 5 名 150 橋

群馬県 板倉町 Ｈ２７ 溝橋 3 名 84 橋

埼玉県 越谷市 Ｈ２７ 橋長１５ｍ未満 8 名 101 橋

東京都 あきる野市 Ｈ２７ 小規模橋梁 3 名 1 橋

Ｈ２８ 3 名 2 橋

神奈川県 愛川町 Ｈ２７ 橋長５ｍ以下 2 名 12 橋

長野県 上田市 Ｈ２６ 橋長１０ｍ以下 延べ 28 名 102 橋

Ｈ２７ 延べ 21 名 129 橋

Ｈ２８ 168 橋

千曲市 Ｈ２６ 小規模橋梁
95 橋

Ｈ２７
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の自主的な取組み）（長野県）

○長野県山形村は、直営点検導入にあたり、長野県が主導して隣接する塩尻市と連携。市の実施する
直営点検に同行し、技術力の向上を図った

○技術系職員不在の長野県筑北村では、国交省主催の研修に積極的に参加し、長野県が主導して直
営点検を実施

Ｈ２８第２回長野県道路メンテナンス会議資料より

山形村 建設水道課 TEL0263-98-3111
塩尻市 建設課 TEL0263-52-1158
筑北村 建設課 TEL0263-66-2111

山形村と塩尻市の連携

筑北村の取り組み
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検の成果と課題）

○関東地整管内のＨ２８第２回道路メンテナンス会議で発表された地方公共団体による直営点検の
実施事例では次のような成果と課題が見られた。
○成果としては「職員の技術力向上」、「コスト縮減」、「点検実施率の向上」が多くみられた。
○課題としては「職員の異動による技術の伝承体制」、「診断結果に不安が残るものがある」、「点検
日数を多く要する」を多くの地方公共団体が指摘している。

※）Ｈ２８第２回道路メンテナンス会議で発表された、茨城県１市、栃木県２市、群馬県１町、埼玉県１市、東京都１市、神奈川県１町、長野県２市の
合計９市町のとりまとめ
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）

○土木を専攻している大学生を対象とした橋梁点検学習会を開催。
○将来の土木技術者に高度な実務を体験してもらうことにより、メンテナンスの重要性を
理解してもらう。

Ｈ２８第２回群馬県道路メンテナンス会議資料より
高崎河川国道事務所 道路管理第二課 TEL027-345-6043 群馬県の他に、茨城県、栃木県、千葉県、長野県で実績有り 37



４．多様主体との連携（市民との協働）（相模原市）

○神奈川県相模原市では、スマホのGPS機能やアプリを利用した道路通報システムを市民に提供
○市民と協働して道路施設の損傷状況を把握し重大災害を未然に防止

38

相模原市役所ＨＰ（パッ!撮るん）より抜粋
相模原市路政課
TEL 042-769-8359（路政班）、

042-769-9229（システム班）、
042-707-7050（維持管理班）



１．技術力の向上①（点検・診断等の支援）（島根県）

○島根県では、県・市町村が直営点検を円滑に実施するうえで、職員の経験不足から損傷の見落としや診断
のバラツキ、的確な修繕工法の選定が困難などの課題が存在することや、点検の診断結果が適正であるか
判定する健全度判定会において、アドバイザーを招聘する仕組み（技術支援）が無いことから、「点検・診断等アドバイ
ザー制度」を確立し、必要に応じて円滑にアドバイザーが派遣される制度を創設した。
○島根県道路メンテナンス会議事務局が同席し、健全度判定や補修方法・規模、予算等をアドバイス。

H28第１回島根県道路メンテナンス会議資料より
松江国道事務所 管理第二課 TEL (0852)60-1347 39

参考

※島根県道路メンテナンス会議事務局も上図の「アドバイス①、②、
③」に同席し、健全度判定等のアドバイスを行う。



H28第１回山形県道路メンテナンス会議資料より
山形河川国道事務所 道路管理第二課 TEL 023-688-8944

１．技術力の向上②（主な橋梁の診断結果に対する学識経験者への合同意見聴取）（山形県）
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（コンサル）

参考

○山形県では、県管理橋梁について、県庁職員、出先機関（総合支庁）職員、点検業者（地元コンサル）、診断
業者（大手コンサル）による診断会議を出先機関ごとに実施。

○その後、全県分について県庁担当者が学識経験者へ合同意見聴取を実施。合同意見聴取の対象橋梁は、
当該年度に点検を行った全橋ではなく、県庁事務局が診断結果（代表的なもの、迷ったもの）に関する議事を
進め、それに対して各々の妥当性について学識者が意見を述べる流れ（昨年度は無かったものの覆る場合
が当然ありうる）。また、講演も依頼している。



※）Ｈ２８第１回岐阜県道路メンテナンス会議資料より
岐阜国道事務所 管理第二課 TEL058-271-9818 

参考
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○岐阜県では、Ｈ２７年度現地点検講習会をＨ２７年９～１０月にかけて行った際に、アンケートを実
施。
○アンケートにおいて、『補修工法についても指導してほしい』『橋梁修繕箇所があれば施工の様子を見て
みたい』との意見があったことから、地公体のニーズによる講習会を実施。

橋梁補修研修会

１．技術力の向上③（地公体のニーズによる講習会）（岐阜県）



盛岡市中心部を流れる「中津川」に架かる橋を散策する「中津川の橋をめぐる散策見学会」が11月20
日、開催される。

主催は岩手県内の道路管理者で構成する「岩手県道路メンテナンス会議」。老朽化が進む道路施設の
現状と対策について、広く知ってもらう機会をつくろうと一般向けに企画した。2014年には「浅岸橋」、
2015年は「落合トンネル」の見学会を行い、今年で３回目となる。
当日は「盛岡歴文化館」（盛岡市内丸）で、下の橋・中の橋・上の橋の「盛岡三橋」の歴史と橋の老

朽化と対策について解説。その後、下の橋をスタートし、川沿いを散策しながら毘沙門橋・中の橋・与
の字橋・上の橋の５つの橋を見学する。途中、点検ハンマーを使って橋をたたく橋梁疑似点検体験や、
点検車両の乗車体験も予定している。
岩手県河川国道事務所の担当者は「皆さんが何気なく利用している橋の構造や、現在の状態などを

じっくり見たり、自分の手で点検してみたりといった機会はあまりないと思う。歴史好きの人にも楽し
んでもらえる見学会。橋の老朽化について身近なところから考えるきっかけにしてもらいたい」と参加
を呼び掛ける。開催時間は９時～。参加無料。申し込みはファックス、メール、電話で受け付ける。定
員は30人。申し込み締切りは今月15日。

平成28年11月11日「みんなの経済新聞ネットワーク(盛岡経済新聞)」より

○岩手県道路メンテナンス事務局では、一般の方を対象に、河川を散策しながら老朽化す
る橋の現状や「岩手県道路メンテナンス会議」の取組みを、広く一般に知っていただくめ
に見学会を開催

岩手河川国道事務所 道路管理第二課 TEL019-624-3185

３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁見学会）（岩手県）
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参考
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９．道路メンテナンスに関する

地公体アンケート結果について



道路メンテナンスに関する地公体アンケート結果
（次年度、本格的なアンケート調査に向けて事前アンケート実施）

資料７－２

＜予算確保＞（3ページ参照）
1)交付金は新設や舗装修繕などでは、
要求額の６割程度の査定。財政部局は
事業費を査定に合わせて圧縮する。

＜事業実施の課題＞（2ページ参照）
1) 工事だけでなくいろいろな仕事があり、マンパワーが不
足。

2) 点検業務・橋の修繕工事について職員に知識が無い。
3) コンサルタントの成果が適正か否か判らない。
（例：点検診断結果）

4) 予算不足のため利用頻度が少ない橋の撤去を検討した
が、撤去の方が予算が懸かる。

5) 交付金の内示率は点検が約９０％、 修繕工事は６５％
程度の配分。

＜修繕工事の課題＞（4ページ参照）
1)小規模な橋梁、スケールメリットが無い
橋の積算方法に困っている。
2)補修工法が何案かあったが、どれが良
いのか判らない。

＜点検要領の改善要望＞ （6ページ参照）

1) 橋梁の規模及び重要度により点検頻度を少なくしても良
いのではないか。

2) ５年に１度の点検は多すぎる気がする。都市部の通行量
の多いところと町では差がある。

3) 基準があるので財政当局に予算要求の説明がし易いが、
すべて近接目視というのは財政的に厳しい。

4) 橋長の短いボックスカルバートは点検要領から除いても
良いと思う。

＜道路メンテナンス会議で取り組むべきこと＞（７ページ参照）
1) 講習会、研修会の定期的な開催。
2) 講習会の時期、内容を色々なパターンでやってほしい。
3) 点検や診断に際して、国、県等の技術職員をアドバイザーとして派遣してほしい。
4) 小規模な工事での足場の考え方や工事の歩掛、補修工法の選定などに対応し
た基準書がほしい。

5) 交付金の配当を満額交付、積算基準の整備をお願いしたい。
6) 跨線橋の協議調整。

関東技術事務所では、地方公共団体の道路メンテナンスに関する多様なニーズを把握し、道路管理の効率化と道路メンテナンス会議の更なる充
実を図るため、平成２８年１０月～１２月にかけて首都圏の１２地方公共団体に対し、道路メンテナンスに関するアンケートを実施。
本アンケートは次年度に予定している関東地方整備局管内の主な地方公共団体アンケートのプレサーベイ（事前調査）として行われたもの。
＜抽出地公体＞
・東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県内の計８市３町１村（人口数、点検率、都市部・地方部、一括発注、直営点検等を考慮し抽出）

＜調査内容＞
・事業実施の課題 ・予算確保 ・修繕工事の課題
・更新費用や維持費の増大により予想される事項 ・点検要領の改善要望
・道路メンテナンス会議で取り組むべきこと

＜調査結果の活用＞
・道路メンテナンス会議の充実（協議事項、情報提供内容、技術支援、研修、講習会、講演会等のあり方）
・道路メンテナンスに関わる関東地方整備局、都県での施策検討資料として活用

))) アンケート結果概要 (((
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＜更新費用や維持費の増大により予想される事項＞（5ページ参照）
1)  草刈り等のサービスの低下
2)  施設の統廃合は難しい。迂回路も遠かったり、無いところもある



地公体アンケート結果<事業実施の課題>

【設問】長寿命化修繕計画に基づき改築及び修繕が予想され
ます。これらの事業実施にあたり想定される課題は何
ですか。（複数回答）

項 目 件数

②工事発注、監督体制 9

③技術力 7

④予算不足、サービス水準低下、安全
性確保が困難

7

⑤その他 2

①ない 0

＜工事発注、監督体制＞

1) 工事だけでなくいろいろな仕事があり、マンパワーが不足。

2) 工事の監督体制は問題ないが、過去の新設工事経験者は退職。

民間経験者の中途採用も募集しているが、募集枠を満たす人員が集まらない。

＜技術力＞

１) 発注、修繕に精通した技術者がいない。
２) 点検業務・橋の修繕工事について職員に知識が無い。県土整備事務所に出向

した職員がいるのみ、職員も少なく技術力が不足している。
3) 橋の建設、修繕の経験がない。

4) 新しい橋を架けた例はあり、直営点検も土木の経験者がいたので出来たが、

経験者は退職。
5) 土木の色々な分野を担当している中で急に橋梁関係がクローズアップされて

きたので戸惑っている。橋梁の知識がない。構造物を市のレベルで管理した

ことがない。クラックの原因追及ができない。技術力不足に加えて異動があ
り、専門的な人がいない。

6) 橋梁に携わった人がいないので、判定が出てもどのように対応したら良いか

判らない。
7) 橋梁に詳しくない、コンサルタントの成果が適正か否か判らない。

＜予算＞

1) 予算不足のため利用頻度が少ない橋の撤去を検討したが、撤去の方が予算が

懸かる。
2) 交付金の内示率は点検が約９０％、 修繕工事は６５％程度の配分。

＜その他＞

1) 鉄道会社が跨線橋の修繕工事を市で施工してほしいと言われ苦慮。

体制、技術力、予算不足、サービス低下、安全性に不安を抱える地方公共団体が多い

①ない
0%

②工事発注、監督体

制

36%

③技術力
28%

④予算不足、サービ

ス水準低下、安全性

確保が困難

28%

⑤その他
8%

業務実施の課題
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地公体からの主な回答

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳



【設問】 道路施設点検により新たに改築・修繕が生じた場合
の予算確保は、どのようにお考えですか。

（複数回答可）

項 目 件数

③交付金等対応 7

②予算枠を新たに確保 6

①予算枠内で対応予定 2

④その他 2

＜交付金対応＞

1) 財政当局も交付金が付くなら、いくらでも積んで良いと言うことではない。
2) メンテナンスに関する交付金は８割ぐらいの交付率である。

3) 交付金は新設や舗装修繕などでは、要求額の６割程度の査定。財政部局は事業費を査定
に合わせて圧縮する。

＜予算枠を新たに確保＞

1) 補修・修繕の枠を新たに確保している。今年度は耐震補強、設計、点検を実施している。

2) 総合計画で予算の枠取りを考えている。２９年度から５カ年計画を策定予定。メンテナ

ンスに関する議会・首長の理解はある。

＜予算枠内で対応予定＞

1) 財政当局は道路新設よりメンテナンスにシフトすることは理解。点検が法令化された事
も大きい。

2) 予算枠は橋梁で確保している。必要に応じ別枠で取ってある。点検予算は要望している。
3) これまでの予算枠を死守していきたい。財政部局には色々な資料を作成して説明してい

る。新設と異なり、費用の必要性を理解して頂けない。新たな機能を生まない。

4) 土木の補修費は減少。
5) 交付金は要望額の５０％程度の査定。

6) 長寿命化の発想は判るが、現実的には難しい。対症療法的にならざるを得ない。

7) 直営部分を増やしたいが、人員が少ない。

＜その他＞

1) 起債の充当は29年度から予定。
2) 予算が福祉や教育に重点的に配分されている。点検は何とかなっても工事になると

つらい。

交付金等対応にせざるを得ないほか、予算枠の新設による予算確保を目指しているが、交付
金は査定があり要求額に満たないケースが多い

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳

地公体アンケート結果〈予算確保〉

①予算枠内で対

応予定

12%

②予算枠を新た

に確保

35%
③交付金等対

応

41%

④その他

12%

予算確保
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地公体からの主な回答



【設問】 橋梁等の補修や修繕工事を実施するにあたって
課題は何ですか。（複数回答可）

項 目 件数

③積算方法 11

②設計や工法の選定 9

⑤監督・検査体制 5

⑥その他 3

④発注手続き 2

①優先順位の判断 1

＜積算方法＞
1)各コンサルタントにより数量の算出の仕方が異なる。埼玉県の積算システムに乗
らない。自分で歩掛かりをつくるなど大変な作業

.2)補修工事積算に必要な歩掛かりが足りない。見積もりを取る際の事務負担が大き
い。ＮＥＴＩＳの補修見積もりの取り方に苦慮。

3)小規模な橋梁、スケールメリットが無い橋の積算方法に困っている。０．５平米の
橋梁補修に数十万円 の足場代がかかるケース等。

＜設計や工法選定＞
1)補修工法が何案かあったが、どれが良いのか判らない。

2)補修設計や工法選定に苦労している。経験者がいない、炭素繊維による補修など１
層でやるのか２層でやるのか判断できない。小規模な補修工事の見積もりを施工業
者は無料では出してくれない。技術センターに依頼すると有料。

3)市内業者は補修の技術力が低い。専門業者に再委託。見積もりを市内業者は出せな
い。

＜監督・検査体制＞
1)品質管理、出来高管理基準について、国交省での情報を公開してほしい。

積算方法、設計や工法の選定、監督・検査体制に関する経験・蓄積が少ない地方公共
団体が多い

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳

地公体アンケート結果〈修繕工事の課題〉

①優先順位の判

断

3%

②設計や工法

の選定

29%

③積算方法
36%

④発注手続き

6%

⑤監

督・検

査体制

16%

⑥そ

の他

10%

修繕工事の課題
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地公体からの主な回答



【設問】 更新費用や維持費の増大が予想される中、限られた
予算で道路施設を管理するにあたり予想される事項
についてお答えください。（複数回答可）

項 目 件数

②サービス水準の低下 11

③通行制限の増大 2

①整理統合 2

④その他 1

＜サービス水準の低下＞
1)従前に比較してサービス水準を下げたものはないが、今後出てくる可能性はある。
2)樹木の剪定等は財政を圧迫しているかもしれない。

3)草刈り等のサービス低下。
4)要望内容、時期を先送りする傾向にある。
5)剪定や防除は回数を減らしている。

6)利用者サービスの低下では無いが、定期巡回を委託していたが、職員が行うようにした
結果的にパトロールを減らしたことにより、管理瑕疵が増加した。

7)予算で財政的に我慢している点は、伐採等。

＜整理統合＞
1)施設の統廃合は難しい。迂回路も遠かったり、無いところもある。
2)高速道路の跨道橋が並列してあり、統合できないか検討。

3)高速道路の跨道橋を整理統合する可能性はある。利用者が少ないところを統合し維持費
の縮減を図りたい。撤去費の方が高くつく可能性あり。

4)利用者がいない施設は手放す方向、１６３橋のうち使っていない橋がいくつかある。
閉塞道、吊り橋木橋等。

5)利用頻度が少ない跨線橋を廃止したいが、撤去費用が膨大で管理していった方が安い事
も想定。

＜その他＞
1)まともにやると橋梁の補修工事に費用を取られてしまう。

サービス水準の低下を懸念している地方公共団体が多い

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳

地公体アンケート結果〈更新費用や維持費の増大により予想される事項〉

①整理統合

12%

②サービス水準の

低下

69%

③通行制限の増大

13%

④その他
6%

更新費用や維持費の増大

により予想される事項
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地公体からの主な回答



【設問】 橋梁点検要領に対して改善を要望する点はありますか。

項 目 件数

①点検頻度について 6

②点検方法について 6

④健全性の診断について 4

③損傷判定について 3

＜点検頻度＞
1) 点検頻度は橋梁の形式、規模及び重要度により点検頻度を少なくしても良
いのではないか。

2) 小規模な橋は５年に一回必要かは疑問、重要度に応じた判断が必要。
3) ５年に１度の点検は多すぎる気がする。都市部の通行量の多いところと町で
は差がある。

4) 点検頻度は人道橋で前回点検結果がⅠ、Ⅱ判定は5年点検を10年に伸ばして
も良いと思う。

5) 点検頻度を損傷程度により７年、１０年毎にする検討を要望。

＜点検方法＞
1) 近接目視の見直し。
2) 基準があるので財政当局に予算要求の説明がし易いが、すべて近接目視とい
うのは財政的に厳しい。

3) トンネルの点検要領ではクラックは全てスケッチ、橋梁は代表的な部分をス
ケッチとなっており、数量が把握できない。

＜健全性の診断＞
1) 地公体向けの道路橋定期点検要領は損傷原因、診断について判断できない。
直轄版を活用すべき。

2) 点検は直轄版でやっているが、まとめは簡易版であり、簡易版のみでは判断
できない。

＜損傷判定＞
1) 橋長の短いボックスカルバートは点検要領から除いても良いと思う。
2) 国や県の管理する橋梁は大型車通行による劣化。生活道路は材料の劣化で
あり管理レベルは異なるべき。

小規模橋梁の点検頻度、点検方法の見直しについての発言が多い

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳

地公体アンケート結果〈点検要領の改善要望〉

①点検頻度につい

て

31%

②点検方法につい

て

32%

③損傷判定につい

て

16%

④健全性の診断に

ついて

21%

点検要領の改善要望
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地公体からの主な回答



【設問】 道路メンテナンス会議で今後取り組むべきことは何ですか。

項 目 件数

④技術力の向上 9

③入札契約 7

①最新情報 4

②点検・補修の実施状況の共有 4

⑤市民の理解を深める取り組み事例 3

⑥その他 2

＜技術力向上＞
1) 講習会、研修会の定期的な開催。
2) 小規模なものを対象にした補修工事の研修をしてほしい。
3) 講習会の時期、内容を色々なパターンでやってほしい。一度逃したら受け
られない。１年間通じて毎月開催し、年間通じて受けられるとか。

4) 技術職員をアドバイザーとして派遣してほしい。
5) 小規模な工事での足場の考え方や工事の歩掛かり、補修工法の選定などに
対応した基準書がほしい。

＜新技術＞
１) 点検方法の無人化、ドローンの活用など。跨線橋は１橋１０００万円程度

かかる。新たな技術開発が必要。

＜その他＞
１) 交付金の配当を満額交付、積算基準の整備をお願いしたい。
２) 交付金の満額配分。
３) 跨線橋の協議調整。

技術力の向上、入札契約に関する要望が多い

注：内容は聞き取りしたものを一部意訳

地公体アンケート結果〈道路メンテナンス会議で取り組むべきこと〉

①最新情報

14%

②点検・補修の実

施状況の共有

14%

③入札契約

24%

④技術力の向上
31%

⑤市民の理解を

深める取り組み事

例

10%

⑥その他

7%

道路メンテナンス会議で取り組むべきこと
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地公体からの主な回答
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